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Hello!! from the UK!!〜Chiko’s column〜 

	
秋のイギリス	

みなさん、こんにちは、いかがお過ごしですか？日本もどんどん寒くなってき

ているのではないでしょうか。こちらもだんだん寒くなってきました。デイラ

イトセービング（いわゆるサマータイム）が終了し、１時間時間が戻され、い

よいよ 5 時から暗くなるというイギリスの有名な暗い暗い冬の始まりの気配

を感じます。最近はもっぱら、大学と家の往復であまり遊びに行くこともあり

ませんが、時々フラットメートとご飯を作りあって夜ご飯を食べたりして、愚

痴をこぼしています（笑）前に書かせていただいたコラムでもご紹介しました

が、私のフラットには私以外に４人の女の子が住んでいます。その中の２人（ス

ペイン人とドイツ人）の子たちとは歳も近いせいか、かなり仲良くなりました。

最近スペイン人の子（ローラ）が伝統料理トルティーヤ（スパニッシュオムレ

ツ）を作ってくれたのですが、本当に美味しくて、心が温まりました。やっぱ

り誰かに作ってもらう料理は本当に癒されます。さて、そのご飯を食べながら

人生について、進路について、話し合っていたわけなのですが、どこの国でも

同じなのですね、悩みは。みんなそれぞれの悩みを持っていて、すごく共感す

ることもたくさんあります。話の最後に、思わず私は「頑張って、私も頑張る

よ。」と日本語で言いそうになったのですが、ふっとそこで思ったのです。な

んで日本語が出ちゃったんだろう。。。	

みなさんは「頑張って」という日本語を英語に置き換えるとなんだと思いますか？ 
大体は「Good Luck, Do your best, Never give up」なんかに訳されるのではないでし
ょうか。でもなんだか私はその訳し方に違和感を覚えるときがとこどきあります。

いつもではなく、ぴったりな時もあるし、違う時もある。。。うーんなんだろう

と考えた結果、１つもモヤモヤっと出てきた感情があります。多分「Good Luck」
というとなんだか軽い気がしてしまうのです。なんだか「運任せ」というかなん

というか。。。ただ「Do your best」というのもなんだか上から目線のような気が
して、違うような。。。でもよくよく、英語話者が「Good Luck」や「Do your best」
を使う場面を考えてみると、「Good luck」は「運任せ」的な軽いものではなく、
「あとはもう運だけだね」（もうベストは十分尽くしているものね）という概念

で使っているような気もします。そして、「Do your best」はあまり友達同士では
言わず、上の立場の人が下の立場の人に言うような感じも受けます。ここで日本

人が「頑張って」を使う場面を考えると、初めて会った人に軽く「頑張って下さ

い」ということもあるし、「あきらめないで！」とかなり強い意味を含む時もあ

るし、「本当に頑張って（うまくいくことを願っているよ）」という意味を含ん

で発している時もあると思います。やはり言葉ってとても奥が深くて、難しい。

今回、私が言いたかった「頑張って」は英語で言うとどんな言葉になるのだろう。。。

そんなことを考えた日でした。みなさんはどうでしょう？頑張ってを英語で言い

たい時、なんと言いますか？ 
	

 

さて、話は変わりますが、最近一回だけ数時間ライブを聴きに行きました。

ふっと通りかかった道で弾いていた、ドラムとギターだけ（歌はなし）の

バンド。サウンドがとっても気に入ったので、小銭を入れに行ったところ

CD が置いてあったので少し余分に払い、CD をもらってきました。っとそん

な話を友達にしていたら、来週パブで演奏するらしいよっという情報をも

らったので、そのパブに行ってみることにしました。勉強地獄から少しだ

け解放され、大好きなビールを飲みながら、待っていたら、やはりそのバ

ンドが演奏し始めました。やはり期待した通りナイスなサウンドで、大物

になってくれっと心の中でつぶやいた Chiko です。シンプルな話なのです

が、私の中では、日本いる時には、あまりないような体験で、少し心地よ

く感じました。こちらに来て、なんだかよく、音楽やアートをやる人と、

オーディエンスの距離が近いような感じがします。美術館や博物館は無料

だし、コンサートもとても安い。とても気軽に楽しめるような気がします。	

みなさんも是非ぜひ、イギリスに来た時は音楽やアートを楽しんでみてく

ださい！	

さて、そんなこんなで今日も大学の図書館の住人になりつつあるChikoでし

た。また来月号で！！	最近唯一撮った写真	 Chio 



元気が出る‼	 今月のおすすめの一冊。	
みなさん、心の栄養取っていますか? 僕は心の栄養をとるには読書が一番じゃないかなと思っています。感動する本に出
会うと、「よし、やるぞー」みたいな感じでワクワクしてきて、目の前の景色が違って見えてきます。まあ…3日坊主が
ほとんどですが(笑) そんな感動を味わってもらいたいと思って毎月書いているのですが、というのも僕は(大雑把ですが)
人は体と心でできていて、どちらかが不健康だと互いに影響しあって不健康になってしまうと思っているからです。加山

雄三氏が言ってました。いつまでもイキイキと生きるのに大切にしている事。それは、関心・感動・感謝、この 3カンだ
そうです。ウマイこといいますよね。僕達もいつまでも健康でいるために、その一つの方法として読書という習慣を手に

入れて、いつまでも感動できる心でいたいですよね。さて今月のおススメの本の共通テーマは、「心の壁の崩し方」。 
先月もご紹介した本ですが、１冊目は喜多川泰著『スタートライン』。僕は生徒さんが学生の場合よくご両親とお話をさ

せていただく機会があります。「これからの世の中、英語くらい話せないと将来困るだろう」というのがほぼ共通したご

両親の考えです。社会の中に漠然と流れている日本の将来に対する不安が、学習への大きな動機に繋がっているような感

じです。もちろん僕も反対ではないのですが、僕なりに解釈するなら…というよりも喜多川氏の言葉を借りて言えば「将

来への不安から希望を持てなかったり、何を目標に生きていいかわからなくなってしまうのではなく、どうなるかわから

ないこの時代の転換期だからこそ、一歩踏み出す行動力を身につけて未来を希望で切り拓いていって欲しい」「英語がで

きないという言葉の壁を、心の壁にしないで欲しい。日本だけにとどまって、世界へ向かって行動しない理由にしないで

欲しい」多分こんなふうにご両親は感じていらっしゃるんだと思うんですね。この作品ではもうすこし踏み込んで、「(多
分僕達もそうであったように)将来のことを計算して、その通りにしようとしてもそうならないのが人生というもの。だ
からこそ、計算よりも情熱をベースにして行動を繰り返し、その結果もたらされる『出会い』を大切に生きていくことが、

幸せへのいちばんの方法なのではないだろうか」と提言しています。“どうせ無理をぶっ飛ばす!!” 心の壁の壊し方を、
登場人物に感情移入させながら実感できる名作です。是非ご家族で回し読みしてくださいね! 
さてもう１冊は、岡野雅行著『学校の勉強だけでは飯は食えない!』です。この著者の岡野さん、従業員６人の町工場の社
長さんなのですが、「誰にもできない仕事」と「安すぎて人が敬遠する仕事」をモットーに家電・パソコン機器・医療機

器の金型を製作。携帯電話の小型化に貢献したリチウムイオン電池のケース、そして世界一細い「刺しても痛くない注射

針」の量産化に成功するなど、大学教授でさえ無理だと判断した金属加工を実現させてきた世界的職人さんなのです。読

んでいると、昔いた最強のおじいちゃんに出会ったような気がします。常識に縛られて身動きが取りにくくなってきたな

と感じているなら、今この本がおすすめです。常識のぶっ飛ばし方を学べる本です。	               まとめ：小林義和  

ボブ・ディラン様、ノーベル文学賞受賞	

おめでとうございます!!	僕も学生の頃ギタ

ーをかじっていたので、真似できないけどカ

ッコイイな〜と思っていました。ただ、ノー

ベル財団は未だに本人に連絡が取れていない

ということで、10/18高須クリニック院長は

「反戦のシンボルだった歌手が爆弾製造会社

創業者が作った賞を喜ぶわけがない。ビール

会社かハンバーガー会社の賞なら受けとると

思うけど…」とツイート。ボブ・ディランも

色々と考えるところがあっての沈黙なのでし

ょうかね?	“今までの常識を打ち破り、新し

い表現を作った”という繋がりで紹介しまし

た。素敵な詩を味わってみてくださいね♪ 

Blowin’ In The Wind : Bob Dylan 
	  

How many roads must a man walk down 
Before you call him a man? 
How many seas must a white dove sail 
Before she sleeps in the sand? 
How many times must the cannon balls fly 
Before they're forever banned? 
The answer, my friend, is blowin’ in the wind 
The answer is blowin’ in the wind 
	  

How many years can a mountain exist 
Before it's washed to the sea? 
How many years can some people exist 
Before they're allowed to be free? 
How many times can a man turn his head, 
And pretend that he just doesn't see? 
The answer, my friend, is blowin’ in the wind 
The answer is blowin’ in the wind 
	  

How many times must a man look up 
Before he can see the sky? 
How many ears must one man have 
Before he can hear people cry? 
How many deaths will it take till he knows 
That too many people have died 
The answer, my friend, is blowin’ in the wind 
The answer is blowin’ in the wind 

ボブ・ディラン 風に吹かれて 
  

どれだけの道を歩いたら 
一人前の人間として認められるのだろう 
いくつの海を渡ったら 
あの白いハトは砂浜で眠ることができるのだろう 
いったい幾度飛びかったら 
砲弾は永遠に禁止されるのだろう 
その答えは、ともだちよ	 風に舞っているところ 
答えは風に舞っているところ 
	  

海にさらわれてしまうまでに 
どれだけ長いこと山は立っているのだろう 
自由を許されないひとたちは 
いったい いつまで在り続けるのだろう 
幾度ひとは顔をそむけて 
見ない振りをしていられるのだろう 
その答えは、ともだちよ	 風に舞っているところ 
答えは風に舞っているところ 
	  

何度見あげたら 
空は見えるのだろう 
彼らにいくつの耳があったなら 
ひとびとの泣いているのが聞こえるのだろう 
どれだけ死んだら	 彼らは 
たくさんの人が死んだと気づくのだろう 
その答えは、ともだちよ	 風に舞っているところ 
答えは風に舞っているところ 

 LTD  Inc.  Co.,Ltd  CO.  LLCについて 
   

最近高校生でも TOEICを受けている生徒さんが結構多くなって来まし
た。（受験に有利なそうです）当校の某生徒さん、高校 3年生の女の子で
すが、925点の超ハイスコアを取りました。この学校１の頑張り屋さん
です。 
さて、そんな TOEICですが、今更聞けない事を取り上げます。（学生さ
んには、新しい言葉かもしれませんが）。TOEICに出てくる、LTD,  Inc.,  
Co.,Ltdしっかりわかってますか？イギリスでは全ての企業が法人企業
でなければいけないようで、必ず Limited（有限責任）が付くそうです。
（イギリスで法人企業を設立する際は、名前の一部を変更して“Limited”
“Ltd”を使用しないと登録を受け付けてくれないそうです。）”LTD”
と略してあっても読み方は「リミテッド」です。責任が限られていると

いう事で（会社が倒産しても購入した株を失うだけで、資産の提供は要

求されず）株式会社という事になります。 

たまに見る”CO.”	 ですが、こちらはCompany の「会社」の意味ですか
ら、特に株式会社にはならないようです。 
アメリカでは州ごとに違いがあるものの、Incorporated が主流のようで
す。略すと”Inc.”なのですが、こちらはインクとは読まず、オリジナルの
言葉通り、「インコーポレイテッド」と読みましょう。またはCorporation 
「コーポレイション」 
会社設立時はどちらを選んでも良いそうです。略語は ”Corp.”こちらも
ちゃんとコーポレイションと読みましょう。LLC（Limited Liability 
Company）という新しい形態も出てきているみたいです。 
日本ではCompany Limited “Co., Ltd.” カンパニー・リミテッドと言う表
記が多いようです。 
ご自分が勤めている会社のウェブサイトを英語で見た事はありますか？	

または、これから就職したい、と思う会社の英語サイトを見ておくのも

良い考えですね。 
                                         Rie 

 


